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平成 31年度の一般会計予算総額は、前年度当初予算額と比較して、
15.7％増の291億 3200万円で可決されました。

会　計　名  平成31年度 平成 30年度 増減額 増減率

特
別
会
計

国民健康保険 50 億 4291 万 5 千円 51 億 7905 万 3 千円 1億 3613 万 8 千円　減 2.6％　減
後期高齢者医療 5億 7968 万 5 千円 6億 329 万 5 千円 2361 万円　減 3.9％　減
介護保険 64 億 3275 万 8 千円 64 億 5609 万 6 千円 2333 万 8 千円　減 0.4％　減
農業集落排水 2億 386 万 6 千円 1億 9581 万 2 千円 805 万 4 千円　増 4.1％　増
公共下水道 1億 197 万 4 千円 8256 万 7 千円 1940 万 7 千円　増 23.5％　増
浄化槽施設 4609 万 2 千円 4662 万 8 千円 53 万 6 千円　減 1.1％　減
簡易水道 上水道特別会計へ統合 2億 1139 万 9 千円
太陽光発電事業 電気事業特別会計へ移行 1億 1000 万 4 千円

会　計　名  平成31年度 平成 30年度 増減額 増減率

企
業
会
計

上水道

収益的収入 5億 6315 万円 3億 5216 万 5 千円 2億 1098 万 5 千円　増 59.9％　増
収益的支出 5億 7547 万 1 千円 3億 9096 万円 1億 8451 万 1 千円　増 47.2％　増
資本的収入 9111 万 8 千円 1635 万 4 千円 7476 万 4 千円　増 457.2％　増
資本的支出 2億 6802 万円 1億 2708 万 4 千円 1億 4093 万 6 千円　増 110.9％　増

病院事業

収益的収入 36 億 5484 万 1 千円 35 億 9751 万 3 千円 5732 万 8 千円　増 1.6％　増
収益的支出 38 億 5743 万 2 千円 37 億 2473 万 1 千円 1億 3270 万 1 千円　増 3.6％　増
資本的収入 1億 9660 万 4 千円 4980 万 4 千円 1億 4680 万円　増 294.8％　増
資本的支出 4億 4179 万 2 千円 3億 1972 万 6 千円 1億 2206 万 6 千円　増 38.2％　増

電気事業

収益的収入 1億 1220 万 2 千円 －
収益的支出 8348 万円 －
資本的収入 1263 万 7 千円 －
資本的支出 530 万 1 千円 －

構成比は、表示単位未満四捨五入の関係で、積み上げと合計が一致しない箇所があります。

《一般会計予算の内訳》

《各会計の予算状況》
合　計

歳　出 歳　入

合　計291億 3200万円 291億 3200万円
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平成31年度 一般会計予算
291億3，200万円

自主財源
（22.9%）

依存財源
（77.1%）

国・県支出金
63億517万円
（21.6%）

国・県支出金
63億517万円
（21.6%）

市債
48億 5180万円
（16.7%）

市債
48億 5180万円
（16.7%）

市税
30億8269万6千円
（10.6%）

市税
30億8269万6千円
（10.6%）

繰越金
3億円
（1.0%）

繰越金
3億円
（1.0%）

地方交付税
101億 4233万 8千円
（34.8%）

地方交付税
101億 4233万 8千円
（34.8%）

民生費
81億342万 6千円
（27.8%）

民生費
81億342万 6千円
（27.8%）

総務費
59億5987万 3千円
（20.5%）

総務費
59億5987万 3千円
（20.5%）

衛生費
31億3984万1千円
（10.8%）

衛生費
31億3984万1千円
（10.8%）

農林水産業費
26億8848万2千円
（9.2%）

農林水産業費
26億8848万2千円
（9.2%）

労働費
1839万9千円
（0.1%）

労働費
1839万9千円
（0.1%）

公債費
28億8310万3千円
（9.9%）

公債費
28億8310万3千円
（9.9%）

議会費
1億7698万3千円
（0.6%）

議会費
1億7698万3千円
（0.6%）

予備費
5千万円
（0.2%）

予備費
5千万円
（0.2%）

諸支出金
１千万円
（0%）

諸支出金
１千万円
（0%）

災害復旧費
3億5703万8千円
（1.2%）

災害復旧費
3億5703万8千円
（1.2%）

教育費
21億3639万7千円
（7.3%）

教育費
21億3639万7千円
（7.3%）

消防費
10億7569万3千円
（3.7%）

消防費
10億7569万3千円
（3.7%）

商工費
5億7409万4千円
（2.0%）

商工費
5億7409万4千円
（2.0%）

土木費
19億6867万円
（6.8%）

土木費
19億6867万円
（6.8%）

②

①

①その他自主財源
　32億8196万5千円（11.3％）
【内訳】
◆分担金及び負担金
　3億8408万6千円（1.3％）
◆使用料及び手数料
　4億6642万7千円（1.6％）
◆財産収入
　5397万6千円（0.2％）
◆寄附金
　1億1千円（0.3％）
◆繰入金
　21億122万9千円（7.2％）
◆諸収入
　1億7624万6千円（0.6％）

②その他依存財源
　11億6803万1千円（4％）
【内訳】
◆地方譲与税
　3億5852万7千円（1.2％）
◆地方交付金
　8億950万4千円（2.8％）
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３月定例会（主な議決事項）

図書館・資料館完成予想図

都市再生整備事業
１億８５９０万３千円

１億１５００万円

１２１万１千円

２３億９５１２万９千円

８億７７３６万円

３億８８３０万円

リバーパーク犬飼施設改修工事請負費

フッ化物洗口推進事業

白鹿浄化センター設備改良工事請負費

図書館 ･資料館整備工事請負費

支所 ･公民館整備工事請負費

市の中心部である三重町駅周辺の都市機能向上
と活性化のため、整備を推進する。

支所 ･公民館（清川、緒方、朝地、大野、千歳、
犬飼）の新築、増築、改修工事を行う。

児童のむし歯予防対策を行う。

建築中の清川支所 ･公民館

施設の経年劣化が進み、維持管理と用役費削減
を目的として大規模な改修を行う。
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一 般 質 問

　

国
民
健
康
保
険
財
政
が
、
平
成
28
年

度
、
平
成
29
年
度
の
決
算
で
公
費
拡
充

等
に
よ
り
財
政
運
営
の
健
全
化
が
図
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
他
市
に
比
べ
て
負
担

の
大
き
い
中
間
所
得
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
税
率
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。
　

　

豊
後
大
野
市
共
同
墓
地
使
用
料
や
将

来
祭
祀
の
承
継
者
が
い
な
い
場
合
、
ま

た
使
用
者
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合

等
、
い
わ
ゆ
る
無
縁
墓
が
発
生
し
た
場

合
の
対
処
方
法
が
、
旧
緒
方
町
の
条
例

を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
た
め
明
記
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
に

使
用
料
や
対
処
方
法
を
明
記
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
条
例
の
全
部
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　

本
市
の
合
計
所
得
割
税
率
は
、
県

下
で
一
番
高
い
状
況
で
、そ
の
中
で
も
、

後
期
高
齢
者
支
援
分
と
介
護
納
付
金
分

が
県
内
で
一
番
高
い
状
況
で
す
。
医
療

分
は
、
県
内
で
７
位
で
す
の
で
、
今
回

　
　

緒
方
支
所
に
な
り
ま
す
。
管
理
組

合
も
あ
り
ま
す
の
で
相
談
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

非
常
に
広
い
土
地
で
、
ど
う
い
う

利
活
用
を
し
て
い
く
か
、
今
後
関
係
機

関
と
話
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
25
日
に
東
日
本
大
震

災
に
伴
う
合
併
市
町
村
に
係
る
地
方
債

の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
合
併
特
例
債
の

発
行
期
間
が
さ
ら
に
５
年
間
延
長
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

本
市
は
、
実
施
予
定
の
支
所
・
公
民
館

整
備
事
業
等
の
大
型
事
業
を
着
実
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
合
併
特
例

債
の
活
用
可
能
な
事
業
の
財
政
負
担
の

軽
減
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
今

回
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
期
間
を

平
成
36
年
度
ま
で
の
５
年
間
延
長
し
た

案
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

　

公
共
施
設
の
見
直
し
に
伴
い
、
千
歳

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
創
寿
苑
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
創
寿
苑
及
び

千
歳
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

●
豊
後
大
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

●
豊
後
大
野
市
共
同
墓
地
条
例
の
制
定

●
大
野
郡
５
町
２
村
合
併
後
の
新
市
ま

ち
づ
く
り
計
画
の
一
部
変
更

●
豊
後
大
野
市
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
条
例
等
の
一
部
改
正

　
　

な
ぜ
医
療
分
で
は
な
く
、
後
期
高

齢
者
支
援
分
と
介
護
納
付
金
分
を
引
き

下
げ
る
の
か
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
３
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重

審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す

べ
き
と
し
ま
し
た
。

　
　

第
12
条
に
あ
る
権
利
の
消
滅
の
確

認
は
ど
こ
が
担
当
す
る
の
か
。

　
　

跡
地
の
利
用
は
。

総
務

厚
生
文
教

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
10
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重

審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す

べ
き
と
し
ま
し
た
。

千歳在宅介護支援センター

は
、
中
間
所
得
者
層
の
方
の
軽
減
と
い

う
こ
と
で
、
こ
の
一
番
高
い
後
期
高
齢

者
支
援
分
と
介
護
分
の
改
正
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

委
員
会
審
査
報
告 

主
な
議
案
の
審
査
経
過
を
報
告
し
ま
す
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３月定例会（委員会審査報告、人事案件）

　

豊
後
大
野
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
11

団
地
及
び
豊
後
大
野
市
ま
ち
づ
く
り
促

進
住
宅
１
団
地
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、
大
分
県
住
宅
供
給
公
社
を
指
定
す

る
も
の
で
す
。
平
成
26
年
度
か
ら
現
在

ま
で
大
分
県
住
宅
供
給
公
社
を
指
定
管

理
者
と
し
て
指
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
実
績
や
経
験
を
評
価
し
、
平
成
31

年
４
月
１
日
か
ら
引
き
続
き
５
年
間
指

定
す
る
も
の
で
す
。

　
　

指
定
管
理
の
業
務
は
、
入
居
者
の

募
集
、
退
去
等
に
関
す
る
事
務
、
住
宅

の
維
持
管
理
と
修
繕
、
各
種
申
請
書
等

の
受
け
付
け
、
収
入
申
告
書
の
請
求
の

通
知
な
ど
の
業
務
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
家
賃
の
決
定
、
家
賃
の
敷
金

や
家
賃
の
減
免
等
は
市
で
行
い
ま
す
。

　
　

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
90
％
以

上
、
ま
ち
づ
く
り
促
進
住
宅
は
50
％
の

入
居
率
で
す
。

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

（
豊
後
大
野
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
・

豊
後
大
野
市
ま
ち
づ
く
り
促
進
住
宅
）

　
　

指
定
管
理
の
具
体
的
な
内
容
は
。

　
　

入
居
率
は
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
１
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重

審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す

べ
き
と
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

固定資産評価審査委員会委員の選任

豊 田  克 憲  氏 
人
事
案
件【大野町】

とよ　 だ　　   かつ  のり

任期 自：平成 31 年 4 月 1 日
至：平成 34 年 3 月 31 日

同
意
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※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　佐藤辰己議員は議長職のため表決権はありません。

会　　派　　名
議
決
年
月
日

議
決
結
果

創生会 市民クラブ 緑政会

  　　　　　　　　　　　　　議員名  
件　名　　　　　　　　　　　　 

赤
峰
　
映
洋

小
野
　
泰
秀

小
野
　
順
一

宮
成
　
昭
義

衞
藤
　
正
宏

沓
掛
　
義
範

田
嶋
　
栄
一

後
藤
　
雅
克

衞
藤
　
竜
哉

穴
見
　
眞
児

吉
藤
　
里
美

嶺
　
　
英
治

内
田
　
俊
和

川
野
　
優
治

首
藤
　
正
光

神
志
那
文
寛

市営住宅の明渡しを請求する訴えの提起についての
専決処分の承認について

2 月25日 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市特別会計条例の一部改正について 2 月25日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市固定資産評価審査委員会委員の選任について 2 月25日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 6 号） 3 月8日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30 年度豊後大野市国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号） 3 月8日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成30年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 3 月8日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30 年度豊後大野市介護保険特別会計補正予算（第 4 号） 3 月8日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30 年度豊後大野市農業集落排水特別会計補正
予算（第 3 号）

3 月8日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 30 年度豊後大野市病院事業特別会計補正予算（第 1 号） 3 月8日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
工事請負契約の締結について ( 緒方支所 ･ 公民館新築工事 ) 3 月8日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 7 号） 3 月8日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市国民健康保険税条例の一部改正について 3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市国民健康保険基金条例の一部改正について 3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市国民健康保険条例の一部改正について 3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市共同墓地条例の制定について 3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市重度心身障害者医療費の支給に関する
条例の一部改正について

3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市高齢者生活福祉センター条例等の一部改正について 3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公の施設の指定管理者の指定について

（豊後大野市総合文化センター）
3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公の施設の指定管理者の指定について（清川高齢者
生活福祉センターみつば苑、デイサービスセンター
みつば苑、清川在宅介護支援センター）

3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公の施設の指定管理者の指定について
（デイサービスセンター悠々）

3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公の施設の指定管理者の指定について
（朝地憩いの村居住部門、デイサービスセンター憩
いの村、ヘルパーステーションあさじ、朝地在宅介
護支援センター、豊後大野市朝地児童館）

3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公の施設の指定管理者の指定について
（犬飼高齢者生活福祉センターふれあい荘、デイサー
ビスセンターあけぼの荘、犬飼老人軽作業場）

3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公の施設の指定管理者の指定について（豊後大野市
特定公共賃貸住宅・豊後大野市まちづくり促進住宅）

3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公の施設の指定管理者の指定について
（豊後大野市大原総合体育館）

3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 31 年度豊後大野市一般会計予算 3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
平成 31 年度豊後大野市国民健康保険特別会計予算 3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 31 年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計予算 3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
平成 31 年度豊後大野市介護保険特別会計予算 3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
平成 31 年度豊後大野市農業集落排水特別会計予算 3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 31 年度豊後大野市公共下水道特別会計予算 3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 31 年度豊後大野市浄化槽施設特別会計予算 3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 31 年度豊後大野市上水道特別会計予算 3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 31 年度豊後大野市病院事業特別会計予算 3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 31 年度豊後大野市電気事業特別会計予算 3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大野郡 5 町 2 村合併後の新市まちづくり計画の一部
変更について

3 月20日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

３月定例会（賛否一覧）

各議員の議案に対する賛否の状況(平成31年第1回定例会）
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川野優治（10 ページ） 衞藤竜哉（15 ページ）

神志那文寛（11 ページ） 内田俊和（16 ページ）

沓掛義範（12 ページ） 吉藤里美（17 ページ）

宮成昭義（13 ページ）
衞藤正宏（18 ページ）

首藤正光（14 ページ） 小野泰秀（19 ページ）

•	（財）大分県環境管理協会の実施する浄化槽
　の水質検査はどのようなものか
•	三重原地区の悪臭問題の新展開は

•	将来の財政運営に大きな不安が
•	今年度も定員割れ。三重総合高校の存在危機
　の再燃が危ぶまれないか

•	市職員の安全と健康を守る取り組みは
•	子育て支援の拡充を

•	ぶんご大野里の旅公社に対する財政援助に	
　ついて

•	 �地域住民の福祉、医療の充実を
•	移住･定住促進について

•	障がいのある人が地域で安心して暮らせるまち
　づくり条例の制定を
•	地域活力の鍵でもある地域商業の活性化を

•	戦略品目･重点品目の規模拡大等は
•	排熱利用事業の動向は
•	公共施設の跡地利用は

•	今後の財政状況は
•	認知症対策は万全か

•	一般廃棄物処理業等について
•	椎茸生産農家の現状と課題は

•	改正水道法について
•	入管法改正について
•	主要農作物種子法について

10名の議員 市政が を問う

　　月４日と５日に行われた一般質問には 10 名の議員が登壇し、子育て支援や移住 ･定住促進
　　について、将来の財政運営など 24 項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。
　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しておりますので、臨場感ある本
会議場での傍聴をお待ちしております。
　なお、車いす用のスペースも設けていますので、車いすをご使用の方もお気軽にお越しください。

３

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問　
　　は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人60分以内の一問一答方式で行っています。

一般質問
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一 般 質 問

　

多
く
の
市
民
は
浄
化
槽

の
保
守
点
検
と
清
掃
を
業

者
に
委
託
し
行
っ
て
い

る
（
保
守
点
検
は
登
録
業

者
、
清
掃
は
許
可
業
者
）

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら

に
環
境
管
理
協
会
の
水
質

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
二
重
負
担

と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

本
市
に
お
け
る
環
境
管

理
協
会
に
よ
る
水
質
検
査

の
実
施
率
は
。

　

一
昨
年
、
香
料
を
利
用

し
て
悪
臭
を
緩
和
す
る
画

期
的
な
悪
臭
対
策
が
話
題

と
な
り
、
三
重
原
地
区
で

も
導
入
さ
れ
た
が
、
効
果

の
程
は
。

　

環
境
管
理
協
会
の
水
質

検
査
は
、
保
守
点
検
や
清

掃
が
適
正
に
実
施
さ
れ
、

浄
化
槽
が
正
常
に
稼
働
、

維
持
さ
れ
て
い
る
か
を
検

査
す
る
も
の
で
、
保
守
点

　

浄
化
槽
法
第
11
条
に
よ

る
水
質
検
査
は
、
平
成
29

年
度
の
実
施
率
は
単
独

処
理
浄
化
槽
が
12
・
９

％
、
合
併
処
理
浄
化
槽
が

82
・
５
％
、
全
体
で
55
・

９
％
で
す
。

　

昨
年
１
月
か
ら
農
場
、

市
、
香
料
専
門
業
者
に
よ

り
試
験
を
開
始
し
、
あ
ら

ゆ
る
試
験
散
布
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
12
月
か
ら
散
布

を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

香
料
散
布
の
効
果
は
、

３
カ
月
が
経
過
す
る
中

で
、
一
部
の
方
か
ら
「
に

お
い
の
感
じ
方
が
多
少
軽

減
さ
れ
た
」
と
の
ご
意
見

が
あ
る
も
の
の
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
で
は
「
ま
だ

ま
だ
臭
気
を
感
じ
て
い

る
」
と
の
報
告
が
多
い
状

況
で
す
。

検
、
清
掃
と
は
目
的
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
保
守
点

検
を
実
施
し
て
い
て
も
毎

年
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

浄
化
槽
法
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

質

質

質

答

答

答

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

農
業
振
興
課
長

そ
の
他
の
質
問

・
農
地
の
終
活
に
つ
い
て

　 緑 政 会

川
かわ

野
の

優
ゆう

治
じ

（財）大分県環境管理協会の実施する
浄化槽の水質検査はどのようなものか

三重原地区の悪臭問題の新展開は

～浄化槽法に基づく法定検査～

～昨年12月から香料の散布を開始～

合併処理浄化槽



311 （第62号2019.5）

～ 10 名の市議が市政を問う～
　

昨
年
９
月
議
会
で
指
摘

し
た
後
の
改
善
点
は
。

　

教
職
員
は
、
パ
ソ
コ
ン

の
稼
働
時
間
を
も
と
に
、

勤
務
の
実
態
を
把
握
す
る

取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

市
職
員
も
、
検
討
す
べ
き

で
は
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い

て
、
現
状
の
課
題
や
問
題

点
は
。

　

労
働
安
全
衛
生
活
動

は
、
９
月
末
か
ら
所
属
長

等
に
よ
る
週
１
回
の
職
場

巡
視
と
、
月
１
回
の
安
全

衛
生
委
員
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

職
場
巡
視
は
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
基
づ
き
行
い
、

結
果
を
毎
月
開
催
す
る
安

全
衛
生
委
員
会
に
報
告

し
、
問
題
意
識
の
共
有
や

改
善
策
等
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

産
業
医
に
よ
る
定
期
巡

視
と
安
全
衛
生
委
員
会
へ

の
参
加
は
、
新
年
度
に
向

け
市
医
師
会
と
協
議
を

　

時
間
外
勤
務
や
休
日
勤

務
は
、
所
属
長
が
事
前
に

命
令
し
、
命
令
を
受
け
た

職
員
が
時
間
外
管
理
シ
ス

テ
ム
に
勤
務
時
間
の
予
定

を
入
力
し
、
所
属
長
が
承

認
し
ま
す
。
勤
務
終
了
後

は
実
績
を
入
力
し
、
所
属

長
が
確
認
し
承
認
し
て
い

ま
す
。

　

時
間
外
勤
務
等
に
関
す

る
指
針
を
職
員
に
周
知
す

る
こ
と
で
、
時
間
外
勤
務

等
の
適
正
な
管
理
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
現
行
の
手
法
で
、

適
正
な
管
理
に
努
め
ま

す
。

　

現
在
、
子
育
て
中
の
方

が
相
談
に
来
ら
れ
た
場
合

は
、
包
括
的
・
継
続
的
に

対
応
し
て
い
る
部
署
が
な

く
、
ま
た
気
軽
に
相
談
で

き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

も
課
題
で
す
。

質

質

質

答

答

答

総
務
課
長

総
務
課
長

市
長

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
関

す
る
産
業
医
の
報
酬
も
予

算
に
計
上
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

市
役
所
１
階
に
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
き

ら
き
ら
を
設
置
し
、妊
娠
・

出
産
・
就
学
前
・
学
童
期

と
、
子
ど
も
の
成
長
に
合

わ
せ
た
切
れ
目
の
な
い
支

援
に
取
り
組
み
ま
す

日 本 共 産 党

神
こう

志
じ

那
な

文
ふみ

寛
ひろ

市職員の安全と健康を守る
取り組みは

子育て支援の拡充を

～産業医による定期巡視と
　委員会参加は実施できていない～

～切れ目のない支援に取り組む～
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一 般 質 問

　

う
す
き
石
仏
ね
っ
と
の

よ
う
な
市
内
医
療
機
関
及

び
広
域
圏
内
で
の
取
り
組

み
は
で
き
な
い
か
。

　

市
内
の
移
住
・
定
住
の

現
状
は
。

　

児
童
、
生
徒
数
の
動
向

と
そ
れ
を
見
据
え
た
取
り

組
み
は
。

　

千
歳
町
に
お
け
る
ま
ち

づ
く
り
、
移
住
・
定
住
の

取
り
組
み
は
。

　

本
市
で
は
、
平
成
28
年

度
に
豊
後
大
野
市
在
宅
医

療
、
介
護
連
携
推
進
協
議

会
を
設
置
し
、
包
括
的
か

つ
継
続
的
な
在
宅
医
療
、

在
宅
介
護
を
提
供
す
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
度
か

ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
在

宅
医
療
連
携
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
豊
後

　

平
成
26
年
度
か
ら
持
家

取
得
助
成
制
度
利
用
が
48

組
１
３
８
人
、
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
利
用
が
50

組
１
２
８
人
、
計
98
組

２
６
６
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
36
年
度
に
は

３
１
３
人
の
児
童
・
生
徒

が
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
、小
・

中
９
年
間
を
見
据
え
た
連

携
型
小
・
中
一
貫
教
育
を

　

現
時
点
で
、
大
野
町
以

外
で
の
宅
地
分
譲
開
発
の

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
活
用
で
き
る

市
有
地
の
有
無
や
交
通
利

便
性
以
外
の
立
地
条
件
な

ど
、
経
済
的
な
合
理
性
を

十
分
検
討
し
、
宅
地
分
譲

開
発
の
可
能
性
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

大
野
市
医
師
会
、
市
民
病

院
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
と
連
携
し
な
が

ら
、
在
宅
医
療
・
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
連
携
と
提
供
体

制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

質

質質

質

答

答答

答

高
齢
者
福
祉
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

学
校
教
育
課
長

推
進
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

今
後
は
小
・
中
学
校
が
完

全
に
一
体
と
な
る
義
務
教

育
学
校
も
研
究
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

移住を検討するために、市内にお試し滞在施設を実施

　 創 生 会

沓
くつ

掛
かけ

義
よし

範
のり

地域住民の福祉、医療の充実を

移住・定住促進について

～ＩＣＴを活用した在宅医療連携を検討～

～情報提供や啓発活動を行う～
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～ 10 名の市議が市政を問う～

　

園
芸
品
目
で
あ
る
主
要

戦
略
品
目･

重
点
品
目
の

規
模
拡
大
、
産
地
化
、
ブ

ラ
ン
ド
化
の
状
況
は
。

　

平
成
30
年
度
当
初
予
算

で
２
億
１
０
１
９
万
円
余

り
の
予
算
計
上
が
な
さ
れ

た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
周
辺
整
備
事
業
は
、
年

内
着
手
が
困
難
と
の
こ
と

で
全
額
減
額
補
正
が
な
さ

れ
た
。
こ
の
事
業
の
今
後

の
再
着
手
の
見
通
し
は
。

　

千
歳
町
の
高
齢
者
生
活

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
廃
止

後
、
公
民
館
の
解
体
後
の

跡
地
利
用
の
考
え
は
。

　

規
模
拡
大
は
、
戦
略
４

品
目
全
て
栽
培
面
積
増
、

重
点
６
品
目
は
１
割
ほ
ど

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
ス

イ
ー
ト
ピ
ー
、
イ
チ
ゴ
で

新
規
栽
培
者
の
参
入
で
面

積
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

産
地
化
の
状
況
は
、
か

ん
し
ょ
で
は
面
積
、
販
路

と
も
拡
大
が
図
ら
れ
て
い

　

地
元
説
明
会
で
は
、
粉

じ
ん
飛
散
へ
の
対
応
に
十

分
な
理
解
が
得
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

引
き
続
き
、
木
質
チ
ッ

プ
の
粉
じ
ん
飛
散
へ
の
対

応
に
取
り
組
み
、
住
民
か

ら
一
定
の
理
解
を
い
た
だ

い
て
事
業
着
手
の
方
向
性

が
見
い
だ
せ
る
よ
う
努
め

ま
す
。

　

千
歳
高
齢
者
生
活
福
祉

セ
ン
タ
ー
創
寿
苑
の
廃
止

後
の
活
用
は
、
国
の
補
助

金
等
の
交
付
を
受
け
て
整

備
し
た
施
設
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
に
十
分
配

慮
し
対
応
し
ま
す
。

 

千
歳
公
民
館
の
跡
地
利

用
は
、
具
体
的
な
計
画
は

な
く
、今
後
検
討
し
ま
す
。

質

質

質

答

答

答

農
業
振
興
課
長

市
長

生
活
福
祉
統
括
理
事

ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
豊
後

大
野
市
産
の
農
産
物
は
、

い
ず
れ
の
市
場
で
も
高
い

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
売
れ
る
も
の

づ
く
り
と
売
れ
る
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

創 生 会

宮
みや

成
なり

昭
あき

義
よし

戦略品目･重点品目の規模拡大等は

排熱利用事業の動向は

公共施設の跡地利用は

～活力あふれる園芸産地整備事業等を活用して推進～

～事業着手の方向性を見いだせるよう努める～

～創寿苑は法の手続きに則し対応、
　　　　　　千歳公民館跡地利用は今後検討～

千歳町　創寿苑
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本
市
の
一
般
廃
棄
物
処

理
業
等
の
現
状
と
課
題
は

　

近
年
、
高
齢
化
等
で
生

産
量
が
減
少
し
て
い
る

が
、
原
木
シ
イ
タ
ケ
を
庭

先
ま
で
供
給
が
可
能
か
。

　

 

ク
ヌ
ギ
林
を
発
電
用
の

燃
料
と
し
て
有
効
活
用
し

て
は
。

　

本
市
で
は
収
集
運
搬
の

受
容
量
は
十
分
に
確
保
さ

れ
、
か
つ
適
正
に
処
理
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平

成
22
年
度
に
新
規
の
許
可

は
出
さ
な
い
と
の
方
針
を

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
は
空
き

家
の
片
づ
け
や
終
活
な
ど

に
よ
り
排
出
さ
れ
る
粗
大

ご
み
、
一
時
多
量
ご
み
等

が
増
え
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
現
状
の
廃

棄
物
の
量
や
予
測
数
量
等

　

近
年
、
そ
う
い
っ
た
意

見
を
生
産
者
か
ら
聞
き
、

市
の
課
題
と
捉
え
て
い
ま

す
。
椎
茸
振
興
会
と
も
連

携
し
、
先
進
地
研
修
も
行

い
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

燃
料
と
し
て
ク
ヌ
ギ
の

チ
ッ
プ
も
一
部
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
発
電
利
用

に
供
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
証
明
事
業
者
が
証
明
し

た
原
木
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
認
定
を
受
け
て

い
な
い
個
人
の
受
け
入
れ

は
原
則
行
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

を
精
査
し
適
切
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

　

家
庭
系
一
般
廃
棄
物
の

う
ち
、
粗
大
ご
み
及
び
一

時
多
量
ご
み
等
の
収
集

は
、
竹
田
市
や
由
布
市
な

ど
は
市
が
委
託
を
行
っ
て

お
り
、
市
民
か
ら
利
用
し

や
す
い
と
い
っ
た
意
見
も

あ
り
、
本
市
も
今
後
、
委

託
に
よ
る
収
集
も
検
討
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

質

質

質

答

答

答

環
境
衛
生
課
長

農
林
整
備
課
長

農
林
整
備
課
長

　

豊
肥
地
区
し
い
た
け
原

木
利
用
促
進
検
討
会
で
、

原
木
供
給
制
度
が
で
き
れ

ば
利
用
を
考
え
る
か
な
ど

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
供
給
制
度

は
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
あ
わ
せ
て
、
生
産
者

の
意
見
や
要
望
を
十
分
聞

き
入
れ
対
応
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
景
観
計
画
と
条
例
に
つ
い
て

　 緑 政 会

首
しゅ

藤
とう

正
まさ

光
みつ

一般廃棄物処理業等について

椎茸生産農家の現状と課題は

～現状の廃棄物の量や予測数量等を
　　　　　　　　　　精査し適切に対応～

～負担軽減対策や担い手確保
　　　　　　　　が喫緊の課題～
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～ 10 名の市議が市政を問う～

　

平
成
31
年
度
の
当
初
予

算
は
２
９
１
億
円
を
超
え

た
。
こ
れ
ま
で
で
一
番
大

き
な
規
模
で
あ
る
。
市
民

の
安
心
・
安
全
の
た
め
の

予
算
増
が
大
き
な
要
因
と

理
解
す
る
が
、
将
来
の
財

政
運
営
計
画
に
大
き
な
不

安
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

今
こ
そ
、
選
択
と
集

中
、
事
業
の
見
直
し
や
延

期
、
停
止
等
の
考
え
は
あ

る
か
。

　

三
重
総
合
高
校
の
存
続

は
大
丈
夫
な
の
か
。
平
成

31
年
の
受
験
者
数
が
定
員

割
れ
で
あ
る
。
早
急
に
対

策
を
協
議
す
べ
き
事
案
と

思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　

実
質
赤
字
比
率
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公

債
費
比
率
及
び
将
来
負
担

比
率
の
４
指
標
は
、
平
成

29
年
度
決
算
値
が
早
期
健

全
化
基
準
に
対
し
て
余
裕

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
い

将
来
に
お
い
て
危
機
的
な

状
況
に
陥
る
こ
と
は
想
定

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
職
員
一
人
一

人
が
意
識
を
持
っ
て
、
経

常
収
支
比
率
の
改
善
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
三
重
総
合
高
校

は
野
球
部
や
剣
道
部
だ
け

で
な
く
、
吹
奏
楽
部
、
演

劇
部
、
神
楽
部
な
ど
文
化

部
の
活
躍
も
目
覚
ま
し
く

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

質

質

答

答

市
長

教
育
長

　

一
方
で
、
学
区
制
の
枠

が
な
く
な
り
、
市
外
の
高

校
に
進
学
す
る
生
徒
の
増

加
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

三
重
総
合
高
校
の
明
日

を
拓
く
会
を
通
し
て
、
今

後
も
定
数
確
保
等
の
要
望

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
中
学
生

や
保
護
者
に
伝
え
る
機
会

を
増
や
す
た
め
、
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
へ
の
参
加

等
、
魅
力
の
発
信
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

三重総合高校

市民クラブ

衞
え

藤
とう

竜
たつ

哉
や

将来の財政運営に大きな不安が

～現時点で危機的な財政状況に
　　　　　　　　陥ることは想定していない～

今年度も定員割れ。三重総合高校の
存在危機の再燃が危ぶまれないか
～市内の中学生や保護者に対し、
　　　　高校の魅力発信を積極的に取り組む～
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ぶ
ん
ご
大
野
里
の
旅
公

社
に
対
し
行
わ
れ
た
平
成

30
年
度
財
政
援
助
団
体
等

監
査
の
方
法
と
結
果
は
。

　

監
査
結
果
を
踏
ま
え
た

市
と
公
社
の
対
応
は
。

　

平
成
29
年
度
に
財
政
援

助
を
受
け
た
団
体
か
ら
対

象
を
抽
出
し
、
援
助
の
決

定
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
、
補
助
金
等
は
援
助

の
目
的
に
沿
っ
て
効
果
的

に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
、

補
助
金
等
に
係
る
経
理
は

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か

な
ど
の
観
点
か
ら
監
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

監
査
結
果
は
、
法
人
と

　

法
人
と
指
定
管
理
の
口

座
を
区
分
し
、
管
理
し
て

い
ま
す
。健
康
診
断
料
は
、

会
計
処
理
は
同
一
年
度
内

に
完
了
す
る
よ
う
指
導
し

ま
し
た
。
旅
費
も
旅
費
規

指
定
管
理
の
口
座
が
明
確

に
区
分
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
福
利
厚
生
費
の
定
期

健
康
診
断
料
は
、
平
成
28

年
度
に
実
施
し
た
健
康
診

断
費
用
を
平
成
29
年
度
予

算
で
支
出
し
て
い
た
。
旅

費
に
過
不
足
が
生
じ
た
場

合
の
精
算
が
規
定
に
則
り

行
わ
れ
て
い
な
い
例
が
認

め
ら
れ
た
。

　

以
上
の
事
項
は
事
務
処

理
に
関
し
定
め
ら
れ
た
規

定
を
遵
守
し
て
い
な
い
た

め
に
生
じ
た
不
適
切
な
処

置
で
、
今
後
は
事
務
職
員

の
み
な
ら
ず
全
て
の
職
員

が
各
種
関
連
規
定
を
再
度

確
認
す
る
と
と
も
に
、
相

互
に
点
検
を
行
い
、
適
正

な
事
務
の
執
行
に
努
め
ら

れ
た
い
と
指
摘
を
行
い
ま

し
た
。

　

補
助
金
の
交
付
方
法
は

里
の
旅
公
社
補
助
金
を
前

払
金
で
支
払
っ
て
お
り
、

根
拠
と
な
る
客
観
的
理
由

が
確
認
で
き
な
か
っ
た
と

指
摘
を
行
い
ま
し
た
。

質

質

答

答

監
査
事
務
局
長

総
務
企
画
統
括
理
事

定
の
再
確
認
と
精
算
処
理

を
確
実
に
実
施
す
る
よ
う

指
導
し
ま
し
た
。

補
助
金
の
交
付
方
法
は
、

今
後
は
概
算
払
い
で
行
い

ま
す
。

　

指
摘
さ
れ
た
事
項
は
、

事
務
処
理
に
定
め
ら
れ
た

規
定
を
遵
守
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
で
生
じ
た
不
適

切
な
処
置
で
あ
り
、
適
正

な
事
務
執
行
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

ぶんご大野里の旅公社

　 緑 政 会

内
うち

田
だ

俊
とし

和
かず

ぶんご大野里の旅公社に対する
財政援助について
～新たな体制で当初の目的達成に向け支援～
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大
分
県
は
平
成
28
年
４

月
に
「
障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
心
豊
か
に
暮

ら
せ
る
大
分
県
づ
く
り
条

例
」
を
制
定
し
、
県
や
県

民
の
責
務
、
差
別
の
禁
止
、

差
別
の
解
消
を
図
る
た
め

の
施
策
な
ど
明
記
し
て
い

る
。
ま
た
、
県
内
の
２
市

１
町
が
同
様
の
条
例
を
す

で
に
制
定
し
て
い
る
。
本

市
も
同
様
の
条
例
を
制
定

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

市
内
の
障
が
い
者
就
労

支
援
事
業
所
は
、
作
業
工

賃
を
上
げ
る
た
め
に
、
大

変
な
苦
労
を
し
て
い
る
。

後
継
者
や
担
い
手
不
足
が

深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
農
林
畜
産
業
や
、
労
働

力
が
不
足
し
て
い
る
本
市

で
、
企
業
と
の
連
携
を
市

の
施
策
と
し
て
取
り
組
め

な
い
か
。

　

周
辺
部
の
商
店
街
活
性

化
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
か
。

　

本
市
は
、
ま
ず
は
県
条

例
の
規
定
に
則
し
、
適
正

に
障
が
い
福
祉
施
策
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
優
先
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
庁
内
の
福
祉
・

医
療
部
門
の
４
課
を
中
心

に
豊
後
大
野
市
に
お
け
る

地
域
共
生
社
会
構
築
の
取

り
組
み
に
係
る
連
携
会
議

を
立
ち
上
げ
、
複
合
化
す

る
地
域
課
題
に
対
応
で
き

る
体
制
整
備
を
進
め
て
お

り
、
平
成
31
年
度
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
し

て
本
格
的
な
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
連
携
会

議
の
中
で
、
農
福
連
携
の

調
査
・
研
究
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

町
ご
と
に
行
わ
れ
て
い

る
特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
や

伝
統
芸
能
、
観
光
地
、
道

の
駅
や
店
舗
な
ど
を
Ｐ
Ｒ

質

質

質

答

答

答

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

商
工
観
光
課
長

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本

市
の
入
り
口
と
し
て
の
機

能
、
そ
し
て
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
位
置

付
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
各
地
域
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
こ
と
で
、
活

性
化
に
結
び
つ
け
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

 

・
平
成
30
年
４
月
実
施
の

　

行
政
組
織
の
変
更
に
よ

　

る
効
果
に
つ
い
て

大野町商店街

市民クラブ

吉
よし

藤
ぶじ

里
さと

美
み

障がいのある人が地域で安心して
暮らせるまちづくり条例の制定を

～大分県条例の規定に則して進める～

地域活力の鍵でもある
　　　　　　　地域商業の活性化を

～地域に密着した事業を引き続き実施～



　　

　 創 生 会

衞
え

藤
とう

正
まさ

宏
ひろ

今後の財政状況は

認知症対策は万全か

～健全な財政運営に努める～

～24時間相談ができる体制～
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一 般 質 問

　

平
成
31
年
度
に
は
大
型

事
業
の
実
施
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
今
後
本
市
の
財

政
状
況
は
厳
し
く
な
る
も

の
と
予
想
さ
れ
る
。
今
後

の
財
政
見
通
し
は
。

　

急
速
な
高
齢
化
に
伴

い
、
65
歳
の
５
人
に
１
人

が
認
知
症
に
な
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
認

知
症
対
策
は
。

　

平
成
31
年
度
の
一
般
会

計
当
初
予
算
は
、
予
算

総
額
が
過
去
最
高
額
の

２
９
１
億
３
２
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入

全
体
に
占
め
る
市
税
の
構

成
比
は
10
・
６
％
で
市
税

の
大
幅
な
増
額
は
見
込
め

ず
、
地
方
交
付
税
も
逓て
い

減げ
ん

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

専
任
相
談
員
を
配
置

し
、
高
齢
者
の
不
安
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き

る
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。

　

認
知
症
の
早
期
発
見
・

早
期
診
断
体
制
の
充
実
を

図
る
た
め
、も
の
わ
す
れ
・

認
知
症
相
談
医
で
あ
る
オ

レ
ン
ジ
ド
ク
タ
ー
が
い
る

医
療
機
関
は
市
内
に
14
カ

所
あ
り
、
22
人
の
医
師
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
財
政
の
見
通
し

は
、
普
通
交
付
税
は
普
通

市
と
な
る
平
成
32
年
度
以

降
は
一
本
算
定
と
な
り
、

人
口
減
等
も
影
響
し
、
現

在
よ
り
減
額
と
な
る
見
込

み
で
す
が
、
歳
出
の
抑
制

を
図
り
な
が
ら
、
財
政
運

営
を
行
い
ま
す
。

質

質

答

答

財
政
課
長

高
齢
者
福
祉
課
長

　

平
成
31
年
度
か
ら
、
認

知
症
高
齢
者
個
人
賠
償
責

任
保
険
事
業
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
家

族
が
損
害
賠
償
を
求
め
ら

れ
る
場
合
に
備
え
、
市
が

保
険
料
を
全
額
負
担
し
て

個
人
賠
償
保
険
に
加
入
す

る
制
度
で
す
。

　

今
後
も
、
介
護
す
る
ご

家
族
の
負
担
を
軽
減
し
、

安
心
し
て
住
み
な
れ
た
地

域
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
取
り
組
み

ま
す
。



創生会

小
お

野
の

泰
やす

秀
ひで

改正水道法について

～市直営で運営～

入
管
法
改
正
に
つ
い
て

主
要
農
作
物
種
子
法
に
つ
い
て

～
共
生
の
取
り
組
み
を
進
め
る
～

～
今
後
も
注
視
し
て
い
く
～

三重浄水場
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～ 10 名の市議が市政を問う～

　

平
成
30
年
12
月
８
日

国
会
で
、
外
国
人
労
働
者

受
け
入
れ
拡
大
の
た
め
の

在
留
資
格
新
設
を
柱
と
す

る
入
管
法
の
改
正
が
あ
っ

た
。
大
分
県
は
外
国
人
材

の
受
け
入
れ
、
共
生
の
た

め
の
対
応
協
議
会
を
立
ち

　

主
要
農
作
物
種
子
法
は

主
要
農
作
物
の
種
子
の
開

発
や
生
産
、
普
及
を
国
の

役
割
と
し
、
具
体
的
な
品

種
の
設
定
、
種
子
の
生
産

と
供
給
を
都
道
府
県
の
責

任
で
推
進
す
る
こ
と
を
定

め
た
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
昨
年
の
国
会

　

自
治
体
の
コ
ス
ト
負
担

が
年
々
増
え
る
水
道
事
業

の
運
営
改
善
を
目
指
す
た

め
に
、
民
営
化
し
や
す
く

す
る
改
正
水
道
法
が
昨
年

国
会
で
成
立
し
た
。

　

本
市
は
今
後
、
人
口
減

少
な
ど
に
よ
り
運
営
が
困

　

水
道
事
業
は
住
民
の
生

活
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

り
、
公
共
性
の
高
い
事
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式

で
は
な
く
市
直
営
で
運
営
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
対
応
策
の
案
に

つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
お

り
、
最
終
的
に
は
３
月
中

に
策
定
、公
表
予
定
で
す
。

　

国
会
審
議
の
中
で
も
っ

と
議
論
が
な
さ
れ
て
も
良

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。

質質

質

答

答答

上
下
水
道
課
長

商
工
観
光
課
長

市
長

難
に
な
る
こ
と
か
ら
、
政

府
の
示
す
自
治
体
が
公
共

施
設
や
整
備
の
所
有
権
を

持
っ
た
ま
ま
運
営
権
を
長

期
間
、
民
間
に
売
却
す
る

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
を

本
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

上
げ
、
県
と
市
町
村
が
連

携
し
、
外
国
人
材
の
適
正
、

円
滑
な
受
け
入
れ
に
向
け

た
環
境
整
備
を
推
進
す
る

と
し
て
い
る
が
、
現
在
ど

の
よ
う
に
進
展
し
て
い
る

の
か
。

で
廃
止
法
案
が
可
決
成
立

し
た
。
国
は
守
る
べ
き
政

策
を
放
棄
す
る
も
の
で
、

種
子
法
が
果
た
し
て
き
た

役
割
を
十
分
な
議
論
も
せ

ず
、
こ
の
突
然
の
廃
止
に

対
し
執
行
部
の
所
見
を
伺

う
。
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事
務
事
業
評
価

　
執
行
部
の
回
答
は
…

総
務
常
任
委
員
会

　

平
成
30
年
９
月
定
例
会
に
各
常
任
委
員
会
で
事
務
事
業
評
価
を
行
い
、
評

価
報
告
書
を
執
行
部
へ
渡
し
、
改
善
策
や
次
年
度
の
予
算
へ
の
反
映
状
況
な

ど
を
報
告
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
評
価
報
告
書
に
対
す
る
回
答
が
執
行
部
か
ら
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
評
価
報
告
書
の
詳
細
は
議
会
だ
よ
り
声
の
か
け
橋

第
60
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
調
査
事
業
】

①
防
災
対
策
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

　

お
お
む
ね
適
正

【
今
後
の
方
向
性
】

　

拡
充

【
事
業
名
】

①
防
災
対
策
事
業

【
事
業
名
】

②
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
業

【
調
査
事
業
】

③
社
会
教
育
総
務
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

　

お
お
む
ね
適
正

【
今
後
の
方
向
性
】

　

改
善

【
調
査
事
業
】

⑤
都
市
計
画
総
務
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

　

お
お
む
ね
適
正

【
今
後
の
方
向
性
】

　

拡
充

【
調
査
事
業
】

②
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

　

良
好

【
今
後
の
方
向
性
】

　

継
続

【
調
査
事
業
】

④
健
康
増
進
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

　

良
好

【
今
後
の
方
向
性
】

　

継
続

【
調
査
事
業
】

⑥
観
光
イ
ベ
ン
ト
補
助
金

【
事
業
結
果
の
評
価
】

　

お
お
む
ね
適
正

【
今
後
の
方
向
性
】

　

継
続

【
調
査
事
業
】

⑦
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業

【
事
業
結
果
の
評
価
】

　

お
お
む
ね
適
正

【
今
後
の
方
向
性
】

　

継
続

評
価
報
告
書
の
概
要

【
回
答(

抜
粋
）】

　

自
治
会
等
に
よ
る
自
主

的
な
防
災
訓
練
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
積
極
的
な
働
き

か
け
を
行
い
ま
す
。

　

各
町
で
防
災
士
会
を
結

成
し
、
そ
れ
ら
が
連
合
し

た
市
防
災
士
会
の
設
立
を

目
指
し
ま
す
。

　

市
独
自
の
防
災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
育
成
に
向
け

た
取
り
組
み
も
進
め
た
い

が
、
現
時
点
で
は
県
が
指

定
す
る
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
育
成
事
業
を
活
用
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
通
信
網
を
活
用
し

た
情
報
伝
達
手
段
の
多
重

化
を
図
る
事
業
は
、
平
成

31
年
度
か
ら
基
本
設
計
及

び
実
施
設
計
に
着
手
し
、

平
成
34
年
10
月
ま
で
に
完

了
予
定
で
す
。

【
回
答(

抜
粋
）】

　

各
事
業
の
自
立
に
向
け

た
取
り
組
み
に
道
筋
が
つ

く
よ
う
に
、
情
報
提
供
や
、

各
協
議
会
の
会
長
と
副
会

長
か
ら
な
る
正
副
会
長
会

で
の
情
報
交
換
な
ど
を
通

じ
、
適
宜
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。

　

事
業
の
背
景
や
目
的
、

定
期
的
な
活
動
報
告
等
に

つ
い
て
、
市
や
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

回
覧
等
で
情
報
発
信
し
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
賛
同

や
協
力
が
い
た
だ
け
る
よ

う
周
知
に
努
め
ま
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

県
と
の
情
報
連
携
の
も
と

に
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

自
治
公
民
館
は
、
自
治

会
や
自
主
防
災
組
織
が
必

要
に
応
じ
避
難
所
と
し
て

運
営
す
る
も
の
と
し
ま

す
。
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事務事業評価　執行部の回答は…

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
事
業
名
】

⑤
都
市
計
画
総
務
事
業

【
事
業
名
】

⑥
観
光
イ
ベ
ン
ト
補
助
金

【
事
業
名
】

③
社
会
教
育
総
務
事
業

【
事
業
名
】

④
健
康
増
進
事
業

【
事
業
名
】

⑦
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業

【
回
答(

抜
粋
）】

　

三
重
町
駅
周
辺
の
活
性

化
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
や
商
工
観
光
課
等
と
連

携
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
関
係

課
で
情
報
共
有
を
図
る
と

と
も
に
、
関
係
課
が
所
管

す
る
事
業
を
補
完
し
な
が

ら
事
業
実
施
し
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
所
管
の
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
基
礎
と
な
る
立
地
適
正

化
計
画
は
、
平
成
31
年
度

か
ら
基
礎
調
査
に
取
り
組

み
、
平
成
33
年
度
の
策
定

を
目
指
し
ま
す
。
併
せ
て
、

豊
後
大
野
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

に
も
着
手
し
ま
す
。

【
回
答(

抜
粋
）】

　

市
と
主
催
す
る
実
行
委

員
会
が
協
働
し
て
推
進
す

る
イ
ベ
ン
ト
は
「
協
働
推

進
型
」
と
し
、
市
の
積
極

的
な
関
与
と
補
助
金
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
が
推
進
・
奨
励
す
る

イ
ベ
ン
ト
と
位
置
付
け
る

イ
ベ
ン
ト
は
、
補
助
金
の

充
当
率
が
50
％
以
下
と
な

る
よ
う
５
年
間
で
段
階
的

に
削
減
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。

【
回
答(

抜
粋
）】

　

大
分
県
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
や
豊
肥
・
佐

伯
地
区
社
会
教
育
委
員
連

絡
協
議
会
等
が
実
施
す

る
研
修
に
積
極
的
に
参
加

し
、
先
進
事
例
の
取
り
組

み
を
学
び
、
活
動
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

　

公
民
館
利
用
者
や
自
治

会
連
合
会
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
、
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
の
関
係
機
関
・
団

体
と
積
極
的
に
意
見
交
換

を
進
め
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
が
着
実
に
実
行

で
き
る
た
め
の
準
備
を
進

め
ま
す

【
回
答(

抜
粋
）】

　

働
き
盛
り
世
代
の
方
、

特
に
男
性
に
対
す
る
意
識

づ
け
は
、「
あ
け
あ
じ
減

る
塩
大
作
戦
」
に
お
い

て
、
市
内
事
業
所
や
保
育

園
等
に
出
向
い
て
健
康
講

話
や
保
健
指
導
を
行
う
こ

と
で
、
教
室
等
に
参
加
で

き
な
か
っ
た
層
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
継
続
実
施
し
ま

す
。

【
回
答(

抜
粋
）】

　

広
域
化
に
よ
る
対
応
も

事
務
負
担
の
軽
減
や
効
率

化
に
有
効
な
手
段
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
土
地
改
良
区

に
限
ら
ず
、
地
域
農
業
経

営
サ
ポ
ー
ト
機
構
や
地
域

振
興
協
議
会
な
ど
の
組
織

に
も
事
務
を
担
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
働
き
か
け

を
行
い
ま
す
。

　

事
業
を
有
効
活
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
今

後
も
、
国
等
へ
の
要
請
及

び
シ
ス
テ
ム
等
の
改
修
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す

　

よ
り
多
く
の
市
民
へ
の

健
康
づ
く
り
の
啓
発
と
し

て
、
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

で
の
「
あ
け
あ
じ
健
康
ぱ

ー
く
」
や
、
医
療
機
関
や

大
分
県
信
用
組
合
、
製
薬

会
社
等
と
共
同
開
催
し
て

い
る
「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」

を
引
き
続
き
開
催
し
て
い

き
ま
す
。

　

市
民
が
運
動
を
始
め
る

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
、
関
係
機
関
と
連
携
し

た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動

や
運
動
に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト
等
の
情
報
提
供
を
行
い

ま
す
。

　

今
後
も
、『
あ
な
た
の

健
康
、
あ
な
た
自
身
で
』

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
音
声

告
知
放
送
、
市
報
等
を
活

用
し
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
へ
の
意
識
づ
け
と
啓
発

に
取
り
組
み
ま
す
。

チューリップフェスタ
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２年を振り返って

　

本
市
議
会
新
体
制
の
も
と
、
広
報
編
集
特
別
委
員

会
が
発
足
し
、
委
員
皆
さ
ん
の
協
力
で
発
刊
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
市
に
は
過
疎
化
、
高
齢
化
、
少
子
化
を
は
じ
め

多
く
の
諸
問
題
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。
広
報
委
員

と
し
て
議
会
の
審
議
内
容
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
ら

せ
る
、
理
解
い
た
だ
け
る
紙
面
に
努
力
し
ま
し
た
。

今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
議
会
だ

よ
り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

委
員
と
し
て
２
年
間
の
任
期
を
終
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
は
市
議
会
の
活
動
状
況
を
広
く
市
民

の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く
重
要
な
広
報
誌
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ

り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
分
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に
委
員
全
員
が
協
力
し
て
編
集
作
業
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
市
民
皆
さ
ま
と
議

会
を
つ
な
ぐ
議
会
だ
よ
り
声
の
か
け
橋
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
、
分
か
り

や
す
い
広
報
誌
を
目
指
し
編
集
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
議
会
閉
会
後
に
、
編
集
に
携
わ
る
こ
と
で
、

議
会
の
振
り
返
り
が
で
き
、
ま
た
一
般
質
問
に
関
わ

る
現
地
に
行
く
こ
と
で
、
課
題
等
の
確
認
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
、
市
民
皆
さ
ま
と
議
会
を
結

ぶ
﹁
か
け
橋
﹂
と
な
る
よ
う
、
さ
ら
に
創
意
工
夫
に

努
め
ま
す
の
で
、
ご
愛
読
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

　

一
番
の
記
憶
は
、
広
報
誌
の
日
本
一
を
競
う
山
形

県
庄
内
町
と
新
潟
県
聖
籠
町
を
視
察
し
て
感
じ
た
こ

と
で
す
。

　

２
町
の
委
員
と
も
言
動
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、

か
つ
大
胆
な
記
事
に
気
迫
を
感
じ
ま
し
た
。

　

広
報
に
対
す
る
町
民
の
認
識
、
議
会
の
自
覚
の
問

題
な
の
か
。本
市
と
は
大
き
な
差
違
を
感
じ
ま
し
た
。

　

公
正
に
事
実
を
伝
え
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
た
つ

も
り
で
す
が
、
紙
面
は
見
や
す
か
っ
た
で
す
か
？

　

紙
面
で
は
表
せ
な
い
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
問

題
意
識
を
も
っ
た
議
員
と
市
執
行
部
と
の
や
り
取
り

は
ぜ
ひ
、
議
場
に
足
を
運
ん
で
傍
聴
く
だ
さ
い
。

　

２
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

臨
場
感
を
も
っ
て
、
正
確
に
伝
え
る
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
委
員
全
員
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
と
い
う
の
が
、
実
感

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
事
務
局
に
頼
ら
ず
、
で
き
る
だ
け
委

員
中
心
で
編
集
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

委 員 長

委 員　

委 員　

副委員長

委 員　

委 員　

内田俊和

小野泰秀

吉藤里美

川野優治

田嶋栄一

嶺　英治



　
　
視
察
を
受
け
入
れ
　
　

　

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
、
３
市
議
会
の
行
政
視
察

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

長
崎
県
南
島
原
市
議
会
の
方
々
は
議
会
報
告
会
、

議
会
改
革
の
取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。
視
察
で

は
、
議
会
活
性
化
委
員
会
が
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
、

活
発
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岡
山
県
笠
岡
市
議
会
の
方
々
が
移
住･

定

住
促
進
事
業
を
、
長
崎
県
西
海
市
議
会
の
方
々
が
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
事
業
を
そ
れ
ぞ
れ
視

察
し
ま
し
た
。

　

議
会
活
性
化
委
員
会
で
は
、
平
成
24
年
10
月
１
日

に
施
行
さ
れ
た
豊
後
大
野
市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ

く
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
の
検
証
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
検
証
は
、
議
会
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
か
を
整
理
し
、

今
後
の
取
り
組
み
に
活
用
す
る
目
的
で
２
年
に
一
度

行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
証
を
行
っ
た
議
会
活
性
化
委
員
会
自
体
も
、
基

本
条
例
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
特
別
委
員
会
で
あ

り
、
議
会
報
告
会
の
開
催
や
議
会
版
事
務
事
業
評
価

の
実
施
、
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
や
分
野
別
意
見
交
換
会

の
開
催
な
ど
、
議
会
の
活
性
化
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
の
成
果
と
課
題
、
今
後

の
取
り
組
み
も
協
議
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
検
証
結
果
を

活
用
し
な
が
ら
、
継
続
的

に
議
会
の
活
性
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

な
お
、
検
証
結
果
の
内

容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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閉会中の議会の動き

議会日誌
１月 ２月２月 ３月

4 日㈮

8 日㈫

16 日㈬

17 日㈭

24 日㈭

4 日㈪

5 日㈫

8 日㈮

 11 日㈪

13 日㈬

14 日㈭

15 日㈮

20 日㈬

27 日㈬

29 日㈮

7 日㈭

13 日㈬

14 日㈭

18 日㈪

22 日㈮

25 日㈪

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

議会活性化委員会

長崎県南島原市議会行政視察来市

本会議（一般質問）

議会運営委員会

本会議（一般質問）

本会議（議案質疑）

常任委員会 ( 総務 ･ 厚生文教 ･ 産業

建設 )

予算特別委員会（特別会計）

予算特別委員会（一般会計）

予算特別委員会（一般会計）

本会議 ( 閉会 )

議会運営委員会

議会活性化委員会

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

岡山県笠岡市議会行政視察来市

議会全員協議会

長崎県西海市議会行政視察来市

議会運営委員会

議会運営委員会

本会議（議案上程）

議会広報編集特別委員会

議会活性化委員会

議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
状
況
を
検
証
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広
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
内
田
　
俊
和

副
委
員
長
　
川
野
　
優
治

委
　
　
員
　
小
野
　
泰
秀

　
　
　
　
　
田
嶋
　
栄
一

　
　
　
　
　
吉
藤
　
里
美

　
　
　
　
　
嶺
　
　
英
治

議会を傍聴してみませんか？
次回６月定例会は、6月17日に開会予定です。

手続きは、受付で住所と名前を書くだけです。
お気軽に議会事務局にお尋ねください。

℡ 0974-22-1001
市内無料電話　9-22-1001

市や議会に対する
　 市民皆さまの思いを紹介

緒方小学校の良い所　　

学びに向かう学校を目指して
　大野中学校では、最近始めたことが二つあります。
　一つめは「学びに向かう力を高める」ことを軸にした専門部活動
です。昨年行われた人権集会では各専門部一つ一つの活動の意義を
話し合いました。人権集会で決定した活動を実行し、良かった点や
課題が見つかりました。今後は課題を元に専門部活動をよりよいも
のにしていきたいです。
　二つめは、清掃の徹底です。大野中学校では今まで「無言清掃・
ピカピカ清掃」を目標に掲げ、先輩方から活動を受け継いできまし
た。さらにこの清掃に磨きをかけるため「縦割り班清掃」を始めま
した。縦割り班清掃とは、１、２、３年生で同じ区域を清掃するこ
とです。この活動で大野中学校がより一層きれいになり学習環境を
整えることで学びに向かう意識も高まっていくと考えています。
　これからも、先輩方が築いてくれた伝統を守りながら、新しい
活動も取り入れ地域の誇りとなるような中学校を目指していきたい
です。

　緒方小学校には、良い所が数多くあります。そのうちの二つを紹
介します。
　一つ目は、朝のあいさつ運動です。これは企画委員会・学年・た
てわり班でしています。ぼくは企画委員なので、毎週水曜日の午前
７時 45 分から８時まであいさつ運動をしています。あいさつ運動
がある日は、「おはようございます。」の声が学校中にひびきわたり、
とても気持ちの良い朝をむかえることができます。他にも、保護者
や地域の方々のあいさつ運動もあります。
　二つ目は、６月に行われるスマイル集会です。これはその名の通
り、みんなが楽しく笑顔になり、全校の絆を深めるための集会です。
二人三脚・四人五脚・ボール運び・大玉ころがしなどをします。各
チームは、優勝めざして休み時間も自主的に練習をしています。毎
年行っていますが、いつも盛り上がります。
　これからも、笑顔あふれる緒方小学校にするために、６年生が先
頭に立ってがんばります。

大野中学校３年

緒方小学校６年
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